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１ 「箕面子どもステップアップ調査」とは

              国には、

 ○全国学力・学習状況調査          ○全国体力・運動能力、運動習慣等調査

があります。

              箕面市では、国の調査の他、独自に以下の調査を実施しています。

○箕面学力調査 ○英検 IBA

○箕面市体力・運動能力、運動習慣等調査 ○学習状況・生活状況調査

○学校生活アンケート

箕面市では、これら国の調査、箕面市独自調査のすべてを総称し、「子どもステップアップ調査」と呼

んでいます。

箕面ステップアップ調査は、小中 9 年間を通して子どもたちの「学力･体力･豊かな心」をバランスよく

育むため行うものです。

この調査により、毎年、子どもたち一人ひとりの各学年における学力･体力･生活の状況を把握･分析

し、教員の指導力･授業力を高めるとともに、翌年度の各学年の指導･授業内容に反映させていくこと

により、9 年間を通して継続的かつきめ細やかに子どもたちの総合力の育成を進めます。

実施時期
１年生
（小１）

２年生
（小２）

３年生
（小３）

４年生
（小４）

５年生
（小５）

６年生
（小６）

７年生
（中１）

８年生
（中２）

９年生
（中３）

全 国 学 力
学 習 状 況
調　　　　査

４月 国語
算数

国語
数学

学力調査 １２月
２教科 ２教科 ４教科 ４教科 ４教科 ４教科 ５教科 ５教科

英検IBA １０月

５～６月
３種目 ３種目 ３種目 ５種目 ８種目 ８種目 ８種目 ８種目 ８種目

学　習　状　況
生活状況調査

６月・１２月

学　校　生　活
ア ン ケ ー  ト

１０月・２月

体力調査
（★は全国調査に参加）

学力
調査

生活
状況
調査

国語

算数

理科

国語

算数

理科
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２ 箕面子どもステップアップ調査内容

実 施 の 経 過

平成１９年度から全校で始まった「全国学力・学習状況調査」は、平成２２年度(2010 年度)・平成２

４年度（2012年度）と抽出校で調査を実施しました。しかし、本市では抽出ではなく全校で取り組む必

要があると考え、市として全校で調査を実施しました。

平成２３年度(2011 年度)は、東日本大震災のため中止となりましたが、平成２５年度（2013 年度）

からは、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、再度、国として全校で実施しまし

た。今年度も引き続き、全校が参加する悉皆調査により実施しました。

調 査 の 目 的

（１）箕面市教育委員会は、市内の児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、その改善を図る。

（２）学校は、自校の児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、児童生徒一人ひとりへの教育指導

の充実や学習状況の改善などに活用する。

（３） 箕面市教育委員会、学校は、上記（１）（２）の取組を通して、教育に関する継続的な検証改善サ

イクルを確立する。

学 力 調 査

 ▼学年ごとに子どもたち一人ひとりの各教科の到達度を把握・分析し、子どもたち一人ひとりに応

じた着実な学力の向上を図ります。

▼調査結果を活用し、各学年の年間指導計画を立て、継続性のある学習指導を行うとともに、教

員の指導力・授業力の向上を図ります。

内 容

（１）全国学力・学習状況調査

【６年生（小６）】 国語 A・B、算数 A・B、理科

【９年生（中３）】 国語 A・B、数学 A・B、理科

問題Ａは、主に知識・理解に関する問題

問題Ｂは、主に活用に関する問題

（２）箕面学力調査

【１～２年生（小１～小２）】 国語・算数

【３～６年生（小３～小６）】 国語・社会・算数・理科

【７～８年生（中１～中２）】 国語・社会・数学・理科・英語

なお、国語と英語は、リスニング（聞き取り）調査も実施

※各教科とも１１月までに学習した範囲で、各学年における各科目の到達度を調査

（３）英検 IBA

【９年生（中３）】 英検３級レベルを実施
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体 力 調 査

 ▼子どもたち一人ひとりの発達段階に応じた基本的な運動能力を調査し、基礎体力の向上を図り

ます。

▼日頃の運動習慣等を把握し、学校での様々な取り組みにつなげるとともに、家庭や地域と連携し

て課題の改善を図ります。

 内 容

 

 

生 活 状 況 調 査

 ▼子どもたちの学習習慣、ご家庭や学校での生活状況をアンケート形式で調査し、自尊感情※など

の向上及び学習課題や生活課題の改善を図ります。

内 容

 ※自尊感情…自分自身に対する肯定的な感情。自分で自分自身を価値ある存在だとする感情。

３ 報告の概要

この報告は、ステップアップ調査のうち、４月の実施した全国学力・学習状況調査、及び５月から６月

にかけて実施した箕面市体力・運動能力、運動習慣等調査の市全体の結果の概要です。

各学校では、それぞれに「全国学力・学習状況調査概要版」を作成し、保護者に報告します。

（１）箕面体力・運動能力調査・・・・・・「全国体力・運動能力等調査」と同時に実施

◎調査種目

【１～３年生（小１～小３）】 立ち幅とび･50m 走･ソフトボール投げ

【４年生（小４）】 立ち幅とび･50m 走･ソフトボール投げ･反復横とび･20m シャトルラン

【５～９年生（小５～中３）】 立ち幅とび･50m 走･ソフトボール投げ（中学生はハンドボール投

げ）･反復横とび･20m シャトルラン･握力･上体おこし･長座体前屈

（２）運動習慣、生活習慣等に関するアンケート調査・・・・・・全学年で実施

・ ｢自尊感情｣等の自己認識、｢規範意識｣や｢思いやり｣等の社会性、学級環境、生活や学習の習

慣等の調査

・ 「いじめ」に対する子どもたちの意識・状況も調査

-3-



４ 箕面市の指標と目標値、実施済みの一部結果

 
平成３０年度（2018 年度）の目標値と結果

本市では、児童生徒一人ひとりの学力・体力・生活状況を継続的に把握し、教育指導の充実や

学習状況・生活状況の改善にむけた取り組み結果の検証軸として、以下の指標と目標値を設定

しています。
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校種 学年 教科 目標値 箕面市 結果※

国語Ａ 77.0 74.0 ●

国語Ｂ 61.0 58.0 ●

算数Ａ 68.0 70.0 ◎

算数Ｂ 59.0 59.0 ◎

理科 66.0 63.0 ●

国語Ａ 80.0 79.0 ●

国語Ｂ 66.0 65.0 ◎

数学Ａ 72.0 73.0 ◎

数学Ｂ 53.0 54.0 ●

理科 71.0 69.0 ●

校種 目標値 箕面市 結果※

45.3%

52.0%

65.2%

69.8%

42.5%

47.4%

78.0%

校種 目標値 箕面市 結果※

85.0%

95.0%

校種 目標値 箕面市 結果※

全国学力・学習状況調査の結果

学習状況・生活状況調査 学年

３年

４年

５年

６年

１年

２年

３年

学習状況・生活状況調査 学年

１年

２年

３年

４年

５年

６年

小学校平均

１年

２年

３年

中学校平均

学習状況・生活状況調査 学年

１年

２年

３年

４年

５年

６年

１年

２年

３年

小学校 ６年

中学校 ３年

小学校

中学校

中学校

小学校

中学校

1

＜指標＞
全国学力・学習状況調査の学力調査の平均正答率
＜目標値＞
全国トップの都道府県の平均正答率を上回る。

2

＜指標＞
家庭学習の時間に関わる質問項目の回答結果
小学生：１時間以上
中学生：２時間以上 ２学期に実施

3

＜指標＞
いじめのサインに関わる全質問項目の回答結果
（肯定的回答率）

小学校

２学期に実施

4

＜指標＞
自己肯定感に関わる全質問項目の回答結果
（肯定的回答率）

①成功体験と自信

（小）85.0以上

（中）80.0以上

②充実感と向上心

（小）95.0以上

（中）85.0以上

③感動体験

（小）75.0以上

（中）70.0以上

④他者からの評価

（小）70.0以上

（中）70.0以上

２学期に実施



※ 結果の欄について、「◎」は目標達成、「●」は未達成を表しています。

■ 全国学力・学習状況調査の結果

【結果】

学力調査は、小学校６年生と中学校３年生を対象に国語、算数・数学、理科の３教科で行わ

れ、それぞれ基礎的な知識を問う問題 Aと、知識を活用する力を問う問題 Bに分かれています。

小学校、中学校ともに、全ての教科で全国平均及び府内平均を上回る結果となりました。

【取組の経過】

調査ごとに結果を分析し公表してきました。分析で明らかになった課題については、各学校で

子どもたちの実情に応じて取組を進めてきました。また、学力向上には、授業改善が不可欠であ

るとの考えのもと、平成 25 年度より秋田県由利本荘市と盛んに交流することで学んだことや、
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校種 目標値 箕面市 結果※

校種 学年 達成率 結果※

１年 ０ ／６ 0.0% ●

２年 ０ ／６ 0.0% ●

３年 ０ ／６ 0.0% ●

４年 １ ／１０ 10.0% ●

５年 １ ／１６ 6.3% ●

６年 ２ ／１６ 12.5% ●

１年 ２ ／１６ 12.5% ●

２年 １ ／１６ 6.3% ●

３年 ３ ／１６ 18.8% ●

校種 目標値 箕面市 結果※

校種 目標値 箕面市 結果※

0.6

2.8

8.1

4.2

4.3

4.7

10.9

26.2

24.9

9.6

英検IBA 学年

箕面市体力・運動能力、運動習慣等調査
平均超えの種目数

／全種目数

学習状況・生活状況調査 学年

１年

２年

３年

４年

５年

６年

１年

２年

３年

学校生活適応状況調査 学年

１年

２年

３年

４年

５年

６年

１年

２年

３年

平均値

5 ＜指標＞
英検３級程度の力

中学校 ３年 80.0% ２学期に実施

＜指標＞
全８種目それぞれの男女別学年平均値

小学校
＜目標値＞
全学年・全種目で全国平均値を上回る。

■種目
(1)握力  (2)上体起こし  (3)長座体前屈  (4)反復横とび

(5)20mシャトルラン  (6)50m走  (7)立ち幅とび

(8)ボール投げ（小：ソフトボール　中：ハンドボール）

中学校※男女別の集計ですので、各学年とも種目数は２倍
になっています。

小学校

中学校

小学校

中学校

6

7

＜指標＞
学級環境に関わる全質問項目の回答結果
（肯定的回答率）

①学級の規範意識

（小）80.0以上

（中）75.0以上

②学級の絆

（小）80.0以上

（中）75.0以上

２学期に実施

8

＜指標＞
全学年での不登校（傾向）児童・生徒の千人率

年度末に集計



授業研究を通して「箕面の授業の基本」を策定し、平成 26 年度から市内全校で実施しています。

【分析】

(1)今年度の全国トップの都道府県と箕面市の全国学力調査の結果を比較すると、小学校では国

語 Bの「目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む」の正答

率が、10 ポイント以上、箕面市の子どもたちが低いという結果が見られました。また全ての問

題の無回答率合計は 24.8％で、これは秋田県の約 2倍にあたる数値でした。中学校では、「全体

と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話す」をはじめ話す・聞く能力を問う問題

全てで秋田県の正答率を下回りました。これらのことから、小学校では読むこと・書くことに、

中学校は話すこと・聞くことに課題があることがわかりました。自分の書きたいこと・話したい

ことを書く・話す活動だけでなく、目的や意図に沿って文章を書く活動や話す活動を日々の授業

の中に積極的に取り入れていきます。

理科では、問題の多くで全国の正答率を上回っている一方で、小学校ではろ過の操作方法に関

する問題、中学校ではガスバーナーの仕組みに関する問題の正答率がそれぞれ全国を下回りまし

た。実験を通した学習は、実験の手順をただ説明するのでなく、どうしてそのような手順なのか

を実験の意味や器具の構造と合わせて指導していく必要があります。

(2)調査結果の分析で明らかになった課題を焦点化し、その課題の解決のため具体的な目標を立

て、達成のための指導内容や指導方法を全教職員で共有し、子どもたちの学力の状況をきめ細か

く把握しつつ、日々の授業で継続的に地道な取組を進めていきます。

■ 体力･運動能力、運動習慣等調査の結果

【結果】

１年生から９年生まで男女別で調査した種目の総数は、108 種目です。その内、全国平均を上回った

種目数は 10 種目で、全体の9％でした。全学年、全国平均を上回るという目標は、達成できませんでし

た。

【取組の経過】

本市の体力が全国を下回ることが明らかになったときから、体力向上にむけた計画を策定してきました。

その一環として、体力向上用具の配布や体力向上ボランティアなどの取組も行ってきました。また、昨

年度から体力向上モデル校を指定し、体力向上の取り組みを進めているところです。

【分析】

(1)全体的に全国平均に比べて低い結果が見られました。中でも子どもが初めて実施した種目は、より

低い傾向があり、様々な動きの経験が不足していることが考えられます。また、運動能力の向上には

日常的に体を動かす習慣は大切ですが、体力調査と同時に実施した運動習慣調査で、本市の子ども

たちは運動する機会が全国に比べて少ないことも明らかになっています。日常の運動時間が少ないこ

とも体力向上につながらない要因の一つと考えられます。

(2) 学校では、体力向上に向けた行事や子どもたちの主体的なイベント等の活動も行われています。

日々の体育の授業で、様々な運動を経験させたり運動量を確保したりするとともに、遊びの中でも体を

動かしたいと思えるような運動への意欲を高め、行事やイベントとの関連を図ることで体力向上につな

げていきます。また、体力向上モデル校の実践を各学校に広げていきます。
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平成 30 年度(2018 年度)箕面子どもステップアップ調査

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 に つ い て

１ 実施日

平成３０年（2018 年）４月１７日（火曜日）

２ 調査対象

市内公立小学校６年生全児童及び、中学校３年生全生徒

３ 調査内容

学力状況調査

学力状況調査（小学校６年生：国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂ、理科）

学力状況調査（中学校３年生：国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂ，理科）

問題Ａは、主に知識・理解に関する問題

問題Ｂは、主に活用に関する問題

児童学習状況調査及び生徒学習状況調査

４ 参加人数

小学校６年生：１４校 １，３４０人

中学校３年生： ８校 １，１３２人 計２，４７２人

５ 公表の目的

本市の教育及び教育施策における子どもの学力向上の取組の成果と課題をできるだけわかりや

すく、市民や保護者へ説明することにより、地域・家庭の方々の学校教育への理解と信頼を得るとと

もに、子どもの学力向上に向けて連携した取組につなげる。
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６ 公表の方法

（１）本市の調査結果や分析結果については、平均正答率等を活用し文書等により説明する。

（２）個々の学校名を明らかにするなど、学校間の過度の競争等につながるおそれのある公表は

行わない。

（３）各学校においては、自校の調査結果や分析結果を文書等により説明する。

７ 公表の手段

（１）教育委員会

教育委員会ホームページ

（２）各学校

①各校の実情に応じて「学校（学年）だより」などで説明

②学校協議会、懇談会などで説明
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0.80

0.90

1 .00

1 .10

1 .20

1 .30

[国語Ａ] [国語B] [算数Ａ] [算数B]

全国平均を1としたときの年度別・教科別データ（小学校）

Ｈ２８
Ｈ２９
Ｈ３０

小学校

平成３０年度 全国学力・学習状況調査結果

[国語Ａ] [国語 B] [算数Ａ] [算数 B] [理科]

箕面市 74.0（5） 58.0(4) 70.0(1) 59.0(1) 63.0(5)

大阪府 68.0(43) 52.0(46) 63.0(21) 51.0(18) 57.0(47)

全国 70.7 54.7 63.5 51.5 60.3

都道府県全国トップ 77.0 61.0 68.0 59.0 66.0

都道府県名 秋田 秋田 石川 石川 秋田

[国語Ａ] [国語 B] [算数Ａ] [算数 B] [理科]

箕面市 1.05 1.06 1.10 1.15 1.04

大阪府 0.96 0.95 0.99 0.99 0.95

都道府県全国トップ 1.09 1.12 1.07 1.15 1.09

都道府県名 秋田 秋田 石川 石川 秋田

都道府県トップに対する割合 96.1 95.1 102.9 100.0 95.5

＜平均正答率の状況＞（ ）内の順位は、国が提供した整数の平均正答率から本市が導き出したもの。

＜全国平均を１としたときの市別・教科別データ＞

注１：箕面市欄の（ ）内は、全国都道府県に置き換えた場合の順位。全国は公立の平均。以下同じ。

注２：問題Ａは基本的な知識を、問題Ｂは知識を活用する力を問うもの。

注３：理科は 3年ごとに実施するため、年度別のデータは記載していない。
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[国語Ａ] [国語B] [算数Ａ] [算数B] [理科]

全国平均を１としたときの市府国別・教科別データ（小学校）

箕面市

大阪府

全国トップ



中学校

[国語Ａ] [国語 B] [数学Ａ] [数学 B] [理科]

箕面市 79.0（2） 65.0（2） 73.0（1） 54.0（1） 69（5）

大阪府 75.0（35） 59.0（39） 65.0（28） 46.0（20） 64.0（42）

全国 76.1 61.2 66.1 46.9 66.1

都道府県全国トップ 80.0 66.0 72.0 53.0 71.0

都道府県名 秋田 秋田 福井 福井 石川・福井

[国語Ａ] [国語 B] [数学Ａ] [数学 B] 〔理科〕

箕面市 1.04 1.06 1.10 1.15 1.04

大阪府 0.99 0.96 0.98 0.98 0.97

全国トップ 1.05 1.08 1.10 1.15 1.07

都道府県名 秋田 秋田 福井 福井 石川・福井

全国トップに対する割合 98.8 98.5 100.0 100.0 97.2

＜平均正答率の状況＞（ ）内の順位は、国が提供した整数の平均正答率から本市が導き出したもの。

＜全国平均を１としたときの市別・教科別データ＞

0.80

0.90

1 .00

1 .10

1 .20

1 .30

[国語Ａ] [国語B] [数学Ａ] [数学B]

全国平均を１としたときの年度別・教科別データ（中学校）

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

注１：箕面市欄の（ ）内は、全国都道府県に置き換えた場合の順位。全国は公立の平均。以下同じ。

注２：問題Ａは基本的な知識を、問題Ｂは知識を活用する力を問うもの。

注３：理科は 3年ごとに実施するため、年度別のデータは記載していない。
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国語AB とも問題全体では、全国の平均正答率を上回りました。国語Ａはほとんどの領域・観点・問題形式で、国語Ｂは全ての領域・

観点・問題形式で全国の平均正答率を上回っており、本市の状況は概ね良好です。

○昨年課題があった「書くこと」は、全ての問題において全国の平均正答率を上回りました。

○国語A・Ｂともに「読むこと」において良好です。特に目的に応じて複数の本や文章などを選んで読む理由を問う問題では、全国の平

均正答率を大きく上回り、無解答率においても全国の無回答率を下回りました。

△国語Ａの「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の問題では８問中１問だけではあるものの、平均正答率が全国を下回るも

のがありました。文中の主語と述語との関係に注意し、誤った文を正しく書き換える問題に課題がありました。

△国語Ｂの「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる」問題では、全国の平均正答率を上回るもの

の、正答率が 37％と低く、無回答率は 6％と課題がありました。

→課題があった問題（裏面に記載）

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 国語 AB箕面市
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国語Ａ（主に「知識」に関する問題） 国語Ｂ（主に「活用」に関する問題）

国語 AB から見えてくること

正答率

領域・観点
問題形式別正答率

正答数分布



平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 国語 AB箕面市
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北川さん、小池さんの意見

をしっかりと読み取り、自分

の考えに合う方の意見をも

とに自分の考えを整理して

書くことが大切でござる。

また、条件としてどのような

ことが指定されているのか

に注意することも大切なこ

とでござるな。

話の内容を明確に捉え、自分の意見と比べて書くために！

・この問題のように、話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどし

て考えをまとめる力は日常生活でも大切です。

・この話し合いの様子をもとにした問題のように、提案者の意見を理解するだけで

はなく、自分の意見と同じ意見を提案しているのは誰か、どの部分において同じ

なのかなど、比べ、共通点や相違点、関連して考えたことなどを整理し、自分の

考えをまとめる力と、指定された条件に沿ってまとめたことを表現する力が必要

です。

・本や新聞を読むときや日常での会話において、事実と感想、意見などを区別する

とともに、自分の考えや意見も関連させながら読んだり話したりするようにしま

しょう。

解答例
この問題の正答率は全国平均を

上回ってはいるものの、37％しか
なく、3人に 1人程度しか正解して
いなかったんだ。

特に「これから言葉をどのように

使っていきたいか」が書けていな

かったり、「北川さん、小池さん

の意見を取り上げ、それについて

どう考えたか」が書けていないと

いう誤答が多かったよ。

国語Ｂ 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる問題



すべての領域、観点、問題形式において、全国の平均正答率を上回っており、本市の状況は概ね良好です。

○算数Ａの「２つの数量の関係を理解し、数直線上に表す問題」では、全国の平均正答率を大きく上回りました。

（全国比＋８．８ポイント）

○算数Ｂの「合同な正三角形で敷き詰められた模様の中に、条件に合う図形を見いだす問題」で、全国の平均正答率を大きく上

回りました。（全国比＋９．０ポイント）

△算数Ａの「円周率の意味を答える問題」で、全国の平均正答率はやや上回ったものの（全国比＋４．３ポイント）、４５．９％と低い

正答率にとどまりました。

△算数Ｂの「メモの情報と棒グラフを組み合わせたグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それを言葉や数を

用いて記述する問題」は、全国平均を上回ったものの（全国比＋５．６ポイント）、全１１問中、正答率が最も低く、無解答率が最も

高いという課題が見られました。（裏面に記載）

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 算数 AB箕面市

正答率
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算数Ａ（主に「知識」に関する問題） 算数Ｂ（主に「活用」に関する問題）

正答数分布

算数 AB から見えてくること

領域・観点
問題形式別正答率



算数Ｂ（主に「活用」に関する問題）全１１問のうち、正答率が最も低く、無解答率が最も高かった問題

３ 情報の関連付けと解釈・表現及び判断（アンケートの結果調べ）

平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 算数 AB箕面市
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（正答の条件）

次の①、②の全てを書いているもの。

①メモ１が 12月の人数に着目して書かれていることを表す言葉や数
②メモ２が 7月の人数と 12月の人数の差に着目して書かれていることを表す言葉や数
（正答例）

メモ１は、12月の人数に着目して書かれていて、メモ２は、7月の人数と 12月の人数の差に着目して書かれてい
ます。

多面的に考えましょう

上記問題の「しおりさん」たちは、目的に応じてデータを収集、分類整理し、結果を適切に表現するという「統計

的な問題解決活動」をしています。現代社会において、統計的な問題解決は様々な分野で用いられる必須のツールと

なってきています。統計的な問題解決では、立場や捉え方によって結論が異なる場合があるため、多面的に捉え直し

てみたり、批判的に考察したりすることが重要です。

新聞や雑誌など、統計的な資料に触れる機会がよくありますが、本来の特徴とは異なる印象をもたせるために作ら

れたグラフが用いられることもあります。そのため、グラフを注意深く読み取ることができるよう、多面的に考える

態度を育むことが大切です。

「本当かな？」「別の考えはないかな？」など、物事を「多面的に考える」ということを意識して生活してみましょう。

（他の解答類型）

・①、②以外の解答 38.0%
・①を書いているもの 11.1%
・②を書いているもの 6.7％
・記述が不十分なもの 0.5％
・無解答 17.3%

この問題の正答率は 26.3%だった
よ！

とっても難しかったけど、合わせて

18.3%の人はもう少しで正解になっ
ていたんだよ！惜しい！

しおりさんたちの学校は、「進んであいさつをする」と「本をよく

読む」の２つのめあてに取り組んでいます。

しおりさんたちは。７月と１２月に、２つのめあてについて全校

児童６２５人に対してアンケート調査をし、その結果をグラフに表

しました。

しおりさんは、グラフからわかることを２つのメモに書きました。

～（略）～

(1)メモ１とメモ２は、それぞれ、グラフについてどのようなことに
着目して書かれていますか。それぞれ着目していることを、言葉

や数を使って書きましょう。

２つの捉え方に
ついて書くこと
がポイントだっ
たでござる。
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小学校 理科 箕面市 全国

問題の多くが全国の平均正答率を上回っており、本市の状況は良好です。

【主として「知識」に関する問題】

〈自然事象についての「知識・理解」において、よく身についています。〉

○腕を曲げることのできる骨と骨のつなぎ目を表す言葉や、流されてきた

土や石を積もらせる水のはたらきを表す言葉について、よく理解できています。

・「うでを曲げたりすることができる骨と骨のつなぎ目のこと」を、「関節」と書くことができています。

・川のようすから、流れる水の「土や石を積もらせるはたらき」を、「堆積」というを選択することができています。

流れる水には、地面を削ったり土や石を運んだり、流されてきた土や石を積もらせたりするはたらきがあり、それぞれのはたらきを侵

食、運搬、堆積ということを理解しています。

△ろ過の適切な操作方法を身につけているかを問う問題では、全国値に比べ正答率が低く、課題がみられました。

【主として「活用」に関する問題】

〈提示された自然の事物・現象と、理科で学んだ知識・技能を結び付けて

考え適用することが、概ねできています。〉

○太陽の１日の位置の変化と、光電池に生じる電流の変化の関係を、目

的に合ったものづくりに適用できるかどうかを問われ、既習の内容や生

活経験を実際の自然や日常生活などに適用することができています。

△一度に流す水の量と棒の様子との関係から、大雨が降って流れる水の

量が増えたときの地面の削られ方を選び、選んだ理由を書く問題に課

題がみられました。（詳細は、次ページの問題例を見てください。）

正しくろ過するために、以下の２点に気

をつけるでござる。

①ガラス棒をろ紙に当てる位置を考えな

がら、ろ過する液がろ紙の高さを超えな

いように注ぐ。

②ろ過する液がろ紙を通過せずにビーカ

ーへ流れ落ちることのないようにする。

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 理科箕面市
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正答率 領域・観点
問題形式別

正答数分布

理科から見えてくること



◎実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述できるかどうかをみる問題

平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 小学校 理科箕面市
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一度に流す水の量を増やした場合の棒

の様子と、水の量を増やす前の棒の様子と

を比較し、考察することが必要でござる。

また、外側の棒も内側の棒も倒れた様子

を記述することも必要でござる。

「３」を選択した子が４割、「１」を選択したけど、

理由が条件に合わせて書けていない子が２割いたよ。

実験結果から、水の量が増えると、川の曲がってい

るところの内側と外側の両方がけずられていること

（事実）と、「水の量」と「棒のようす」についてわ

かりやすく記述すること（理由）が大切だね。

■器具の操作等の観察・実験の知識・技能、記述式の問題に課題が見られます

○器具の操作は、観察・実験で実際に使用することを通して身に付くものです。そのため、理科の授業では器具を使用する場面を保障

すること、器具の操作にどのような意味があるのかを理解できるようにすることを意識して授業を改善していきます。

○実験については、一方的に先生や友だちの説明を聞くだけではなく、課題に対して自分の予想をもとに、実験の方法や計画を考えた

り絵や図を用いて表現したりすることや、「なぜそのような結果になったのか」などの理由を自分の言葉でしっかり説明できるよう

にしましょう。

○新しい課題がでてきても、これまでに学んだ知識から推測したり、科学的な見方・考え方を働かせて解決しようとしたりする力を高

めていきましょう。

（正答） 【番号】１

（正答例）【わけ】２本のペットボトルの水を同時に流して、水の量を増やすと、みぞの曲がっているところの外

側と内側の両方とも棒がたおれたから。

理科２ 地球に関する問題 （３）実験の見通しを伴った解決の方向性の構想,実験結果を基にした分析（増水による土地の変化）
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〔中学校　国語B〕 箕面市 全国(国公私立)

国語AB とも、どの項目においても全国の平均正答率と同程度、もしくは高くなっています。

○国語 Aでは、どの項目もバランス良く得点出来ており、特に「話すこと・聞くこと」について結果が良好でした。特に「話合いの話題や

方向を捉えて的確に話すことができるかどうかをみる」問題において、全国の平均正答率を大きく上回りました。

△国語Aの「言語についての知識・理解・技能」を短答式で解答する問題の一部について、無解答率が他の問題と比べて高くなるなど

昨年度と同様の傾向が見られました。特に.8.－1「舞台のマクが上がる」「先制点をユルす」については無解答率が約 13 ポイントと約

15 ポイント、.88－3「彼は（ 水気 / せき / 紙 / くう ）を切ったように話し始めた。」(*正しいものを一つ選ぶ)については正答率が

約 28 ポイントとなり、課題が見られました。

○国語 Bの「話のあらすじを学級の友達にどのように説明するかを書く」問題において、正答率および無解答率ともに全国に比べ良好

な結果となり、昨年度から改善されました。しかし、正答率は約 51 ポイントであり、依然課題のある問題と言えます。

→課題があった問題（裏面に記載）

正答率

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中学校 国語 AB箕面市
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国語Ａ（主に「知識」に関する問題） 国語Ｂ（主に「活用」に関する問題）

国語 AB から見えてくること

正答数分布

領域・観点
問題形式別正答率



△
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題
等
【
Ｂ
問
題
】（
※
問
題
文
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
り
ま
す
）

誤答例①も②も、条件２は満たして

いるけど、条件１を満たせていない

んだね。

①は話の展開をうまく捉えられてい

なくて、②は話の展開ではなくて、

自分の感想を書いてしまっている

ね。

平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中中学校 国語 AB箕面市

-18-

３

次
の
文
章
は
、
古
典
を
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

夢
を
買
っ
た
話

む
か
し
備
中
の
国
（
今
の
岡
山
県
）
に
（
略
）
ひ
き
の
ま
き
ひ
と
と
い
う
も
の
が
い
た
。
若
か

っ
た
と
き
、
気
に
な
る
夢
を
み
て
、
夢
う
ら
な
い
の
女
の
も
と
へ
み
て
も
ら
い
に
出
か
け
た
。

（
略
）
、
そ
の
あ
と
世
間
話
を
し
て
い
る
と
、
が
や
が
や
と
大
ぜ
い
の
人
が
や
っ
て
く
る
よ
う
す

で
あ
る
。
見
る
と
こ
の
備
中
の
国
司
の
長
男
殿
の
お
い
で
で
（
略
）
お
供
を
四
、
五
人
連
れ
て

「
こ
こ
が
夢
う
ら
な
い
の
女
の
家
か
」

「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。
で
、
ま
き
ひ
と
は
隣
の
部
屋
に
か
く
れ
、
穴
な
ん
ぞ
を
く

じ
っ
て
の
ぞ
い
て
い
る
と
、

「
こ
ん
な
夢
を
み
た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
」

と
言
っ
て
、
国
司
の
長
男
殿
は
、
夢
の
内
容
を
こ
ま
ご
ま
と
語
っ
て
き
か
せ
た
。
女
は
答
え
た
。

「
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
夢
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
あ
な
た
さ
ま
は
、
必
ず
大
臣
に
ま
で
お
の
ぼ

り
に
な
ら
れ
ま
す
。（
略
）
そ
う
そ
う
、
け
っ
し
て
け
っ
し
て
こ
の
夢
を
人
に
お
話
に
な
り
ま
せ

ぬ
よ
う
に
」

聞
い
て
長
男
殿
は
た
い
そ
う
う
れ
し
そ
う
で
あ
っ
た
。（
略
）
そ
の
ま
ま
、
い
そ
い
そ
と
帰
っ
て

い
っ
た
。
や
が
て
隣
り
の
部
屋
か
ら
ま
き
ひ
と
は
出
て
き
た
。
そ
し
て
女
に
言
っ
た
。

「
夢
と
い
う
も
の
は
、
横
取
り
で
き
る
そ
う
な
。
ど
う
だ
な
、
あ
の
人
の
夢
を
わ
た
し
に
取
ら

せ
て
く
れ
ま
い
か
。（
略
）」

女
は
し
ば
ら
く
考
え
て
う
な
ず
い
た
。

「
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
っ
し
ゃ
る
ま
ま
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
じ
ゃ
、
さ
っ
そ

く
こ
う
な
さ
い
ま
せ
。
先
ほ
ど
の
お
か
た
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
し
て
、
こ
の
部
屋
へ
入
っ

て
お
い
で
な
さ
れ
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
語
ら
れ
た
夢
を
、
語
ら
れ
た
と
お
り
に
す
こ
し
も
ま

ち
が
え
な
い
で
、
あ
な
た
が
も
う
一
度
お
語
り
な
さ
い
ま
せ
」

ま
き
ひ
と
は
大
喜
び
で
、
あ
の
長
男
殿
が
し
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
部
屋
に
入
り
、
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う
に
夢
を
語
っ
た
。
す
る
と
女
も
、
先
ほ
ど
言
っ
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と

を
答
え
た
の
で
あ
る
。（
略
）

そ
の
後
、
ま
き
ひ
と
は
ひ
た
す
ら
勉
強
し
た
の
で
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
学
問
の
あ
る
人
に
成
長
し
た
。

そ
の
評
判
は
朝
廷
に
も
聞
こ
え
、
試
験
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
評
判
通
り
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
遣
唐
使
に
任
命
し
て
、

「
唐
の
文
物
を
よ
く
よ
く
習
っ
て
く
る
よ
う
に
」

と
送
り
出
さ
れ
た
。
長
い
間
唐
に
と
ど
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
学
問
や
技
術
を
習
い
覚
え
て
帰
国

し
た
の
で
、
天
皇
は
ま
き
ひ
と
を
す
っ
か
り
信
任
し
、
し
だ
い
に
官
職
も
あ
げ
て
つ
い
に
は
大

臣
に
ま
で
任
命
さ
れ
た
。

（
略
）
夢
を
取
ら
れ
た
あ
の
備
中
守
の
子
は
、
官
職
も
つ
か
な
い
身
分
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
き
ひ
ひ
と
に
夢
を
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
人
こ
そ
大
臣
に
ま
で
な
っ
て
い
た
ろ

う
に
。
う
っ
か
り
夢
を
人
に
話
す
も
の
で
は
な
い
、
と
、
む
か
し
か
ら
言
い
伝
え
て
い
る
の
は

そ
う
、
こ
こ
な
の
だ
な
。

長
男
殿
の
す
ば
ら
し
い
夢
の
話
を
聞
い
た
ひ
き
の
ま
き
ひ
と
は
、
夢
う
ら
な

い
の
女
に
頼
ん
で
夢
を
横
取
り
し
、
大
臣
に
な
っ
た
。

夢
を
取
ら
れ
た
長
男
殿
は
大
臣
に
な
れ
な
か
っ
た
。

（
７
１
字
）

【
出
題
の
趣
旨
】

相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
あ
ら
す
じ
を

捉
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

夢
に
つ
い
て
の
話
。
私
は
こ
の
話
を
読
ん
で
、
登
場
人
物
の
関
係
が
と
て
も
面

白
い
と
感
じ
た
ま
た
、
語
り
手
の
言
葉
が
効
果
的
で
、
こ
の
話
の
面
白
さ
を
引

き
立
て
て
い
る
と
思
っ
た
。

（
７
５
字
）

【
正
答
例
】

【
箕
面
市
の
子
ど
も
に
多
く
見
ら
れ
た
誤
答
例
①
】

【
箕
面
市
の
子
ど
も
に
多
く
見
ら
れ
た
誤
答
例
②
】

三

こ
の
話
の
あ
ら
す
じ
を
学
級
の
友
達
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２

に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。

■
条
件
１

話
の
展
開
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

■
条
件
２

七
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

国
司
の
長
男
殿
は
、
夢
う
ら
な
い
の
女
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
ひ
き
の
ま
き
ひ
と

の
夢
を
横
取
り
し
た
。
し
か
し
、
努
力
家
で
あ
る
ま
き
ひ
と
は
最
後
に
は
大
臣

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
不
思
議
な
話
で
あ
る
。

（
８
１
字
）

登
場
人
物
二
人
と
も
に

着
目
し
て
い
る

話
の
前
半
だ
け
や
後
半
だ
け

で
は
な
く
、
全
体
を
捉
え
て
い
る

１

２

ポイント

ポイント

二
人
の
関
係
が
逆

に
な
っ
て
い
る

自
分
の
感
想
が
書
か
れ
て
あ
り
「
話
の
展
開
を

取
り
上
げ
て
書
く
」
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

二つの条件うち、片方の条件を満たせていないことで誤答となっているケー

スが多く見られました。ここでは、伝えたい事実や事柄を、根拠を明確にし

て書くことが求められます。根拠を明確にするため「話の展開を取り上げ」

る必要がありますが、どのように取り上げればいいのかが難しかったかもし

れません。「誰が」「いつ」「何をした」といった基本的な５W1Hの視点で見
ていくと話の流れが捉えやすくなるので、それを意識していきましょう。

条
件
１
が
難
し
か

っ
た
よ
う
で
ご
ざ

る
。



すべての領域、観点、問題形式において、全国の平均正答率を上回っており、本市の状況は概ね良好です。

【数学Ａ】すべての領域、観点、問題形式で全国の平均正答率を上回りました。

○具体的な場面で関係を表す式を等式の性質を用いて、目的に応じて変形する問題では、全国の平均正答率を大きく上回りまし

た。（全国比＋１２．５ポイント）

△一次関数の意味を理解する問題では、全国の平均正答率よりは上回りますが（全国比＋５．４ポイント）、市の正答率は４１．８％と

低い正答率にとどまりました。

【数学Ｂ】すべての領域、観点、問題形式で全国の平均正答率を上回りました。

○事柄が成り立つ理由を、構想を立てて説明する問題では、全国の平均正答率を大きく上回りました。（全国比＋１５．３ポイント）

△説明を要する次の問題では、全国の平均正答率よりは上回りますが、いずれも正答率が２０％以下となりました。

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題（全国平均正答率１３．２％。本市正答率１８．４％）

・「団体料金の１０人が通常料金の何人分にあたるか」を計算から解釈し、数学的な表現を用いて説明する問題

（全国平均正答率１０．４％。本市正答率１３．９％）

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中学校 数学 AB箕面市
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正答率

数学Ａ（主に「知識」に関する問題） 数学Ｂ（主に「活用」に関する問題）

領域・観点
問題形式別

数学 AB から見えてくること

正答数分布



数学 B（主に「活用」に関する問題）全１４問のうち、正答率が低く、無解答率が最も高かった問題

必要な情報を得て、説明できるようにしよう！

日常生活における関数の利用においては、事象の中にある関係を理想化したり、単純化したりしてとらえることが

重要です。また、表、式、グラフを正しく理解し、変わるものの中で変わらない性質を見抜き、それを他者に説明す

ることにより事柄の理解が一層深められます。そのため、必要な情報を取捨選択し既存の知識と結びつけ、数学的に

説明できることが大切です。日常生活の中でも、この事柄を説明するためにはどんな情報がわかれば良いのかを意識

して生活してみましょう。

平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中学校 数学 AB箕面市
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この問題では、グラフの必要な部分をしっかり読みとる必要があります。まず、問題では、列車アと列車エのことに

ついての問題なので、太一さんが作ったグラフ（太枠に示した部分）について着目します。

このグラフのｙ軸が６の列車アと列車エについてのｘ軸の値を考えると列車アが 13時 6分に通過し、列車エは 13時

14分に通過しています。この差を考えていきます。このことを、上記の正答の条件を満たすように記述することができ

れば正答にたどりつくことができます。箕面の子どもたちは、正答の条件では、(a)と(b),(c)どちらかの記述が必要ですが、

片方は書けているが、両方記述できていない人が多くいました。物事について順序立てて説明できる力も必要です。

グラフのｘ軸とｙ軸が何を表し

ているかを考え、グラフを読み

とれば、求めることができるで

ござる！

この問題の正答率は 18.4%だったよ！
とっても難しかったけど、
19.6%の人はもう少しで正解になっていたんだよ！惜しい！
ただ、この問題は、無解答率が 23.1％あり、全国よりは少ない（全国 33.4％）が記述することに難
しさを感じている人が多いね。普段から言葉で表現することなどを練習する必要があるね！

（他の解答類型）

・（a）についてｙを用いた記述がなく、（b）または（c）について
の記述が十分でないもの 19.6％
・（a）,（b）,（c）のみを記述を書いているもの 20.9%
・グラフについて記述しているが（a）,（b）,（c）について記述し
ていないもの 12.0％
・上記以外の解答 6.0％

（正答の条件）

次の(a)，(b)または(a)，(c)について記述しているもの。
(a) 列車アと列車エのグラフのｙ座標が６である点
に着目すること。

(b) 上記(a)に対応するｘの値の差を求めること。
(c) 上記(a)に対応する２点間のｘ軸方向の距離を
読むこと。

（正答例）列車アと列車エの２つのグラフについて，ｙの値

が６のときのｘの値の差を求める。



問題の多くが全国の平均正答率を上回っており、本市の状況は良好です。

【物理的領域】

（知識について）

○オームの法則を使って抵抗の値を求めることができました。

（活用について）

○豆電球と豆電球型のＬＥＤの点灯の様子と電力との関係を答える問題はよくできていました。

【化学的領域】

（知識について）

○アルミニウムの原子の記号の表し方について知識を答える問題はよくできていました。

△ガスバーナーの空気の量を調節する場所を答える問題に課題が見られました。（裏面で解説）

（活用について）

△炎の色と金網に付くススの量を調べる実験を計画する際に、「変えない条件」を答える問題に課題が

見られました。（裏面で解説）

【生物的領域】

（知識について）

○植物の葉などから水蒸気が出る働きが蒸散であるという知識を答える問題はよくできていました。

（活用について）

△アサリが出す砂の質量を、蛍光灯の下と明るい窓際の光の下で比べた場合に、明るさ以外に変わって

しまう条件を答える問題に課題が見られました。

【地学的領域】

（知識について）

△太平洋高気圧（小笠原気団）の特徴についての知識に関する問題に課題が見られました。

（活用について）

△植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を答える問題に課題が見られました。

平成３０年度 全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中学校 理科箕面市
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理科から見えてくること

正答数分布

正答率 領域・観点
問題形式別

物理的領域は、よくでき

ているね。



課題が見られた問題 ファラデーの「ロウソクの科学」を科学的に探求する（科学的領域）

学校の学習はもちろん、日常生活や自然の事物・現象に自ら課題意識を持とう

○教科書に出てくる実験器具の操作の仕方は、正しく理解し覚えることが必要です。実験器具の操作の手順や方法には理由があり

ます。丸暗記しようとするのではなく、なぜそのような構造になっているのか、どうしてそのように操作するのか、筋道を立てて

理解することが大切です。

○実験の時間を大切にしましょう。観察、実験を通して探求の能力、科学的な思考力、表現力を高めていくことができるので、課

題意識を持って主体的に学ぼうとする姿勢が大切です。日常生活や自然の事物・現象にも興味を持ち、問題を見いだして課題を設

定し、実験を計画してみるとよいでしょう。また、新しい課題に対して、「教えてもらっていないからわからない」ではなく、こ

れまで学習したことと結びつけながら、科学的な見方・考え方で解決していく力を高めていきましょう。

平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞平成３０年度全国学力・学習状況調査＜概要＞ 中学校 理科箕面市
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（１）は、どのようにガスや空気が入ってくるのか、ガスバーナー

の構造を考えると覚えやすいでござる。丸暗記しようとするのでは

なく、なぜ上のネジが空気の量の調節で、下のネジがガスの量の調

節になっているのか、疑問を持って学んでほしいでござるな。

（２）は、炎の色と空気の量、炎の大きさとガスの量の関係が理解

できているでござるか。小学校で学習した「調べたい条件以外の条

件は変えない（条件制御）」をもとに考え、実験を計画するでござる。

（２）は、「炎の大き

さ(勢い)」や「炎の色」

といった間違いが多

かったよ。

解答例 （１）ア

（２）炎に金網を当てる時間

（他に、炎と金網の位置など）
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平成３０年度箕面市児童生徒「学習状況調査」結果から

学習状況調査は、アンケート形式で児童生徒からの回答を求めるものです。学

力状況調査の結果と関連がある学習状況の質問項目については、概ね良好な結果

でした。肯定的な回答をする児童生徒の割合が全国と比べて低い項目がいくつか

ありますが、多くの質問項目について、肯定的な回答の割合が高くなってきてい

ます。特に生活習慣を問う項目や、チャレンジ精神を問う項目等は、例年同様い

い結果となりました。日々の積み重ねを元に力をつけている子どもたちの様子が

伝わってきました。以下、今回の調査結果から見える箕面の子どもたちの様子に

ついて、いくつかの視点に絞って考察します。

「当てはまる（そう思う）」と答えた割合は、

小中学校ともに過去 3年間で一番高い結果とな
っています。これは、学校での日々の取り組みの

中で子どもたちの「いじめはいけない」という意

識とともに、集団の中で「個々の違い」を認め合

い、支え合っていこうという意識が高まっている

ものと考えています。

学校生活の様子

子どもたちが学校が楽しいと思うか、楽しくないと思うかは、学校に自分の居場所があるかどうかに大き

く関わります。また、子どもたちが先生は自分のよいところを認めてくれていると感じると、自分の居場所

はより安心できるものになるはずです。全国に比べて、箕面市の小学校では６．２ポイント、中学校では５．

２ポイント上回っています。箕面の子どもにとって、学校が安心して仲間や先生とつながれて、自分を表現

できる場であり続けるよう努めていきます。
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「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う」という質問に

対し、肯定的に答えている割合が、小中学校共に、過去３年間で最も高くなっています。新学習指導要領の

中でも求められている「主体的、対話的で深い学びのある学習」を目指した授業展開を試みている成果であ

ると考えられます。

家庭での学習

「家で学校の予習・復習をしていますか」という質問では、昨年に比べて「している・どちらかといえばし

ている」と答えた割合が小学校で大きく伸びました。中学校においても、昨年よりも２６．７ポイント伸び、

全国平均を大きく上回っています。子どもたちが授業の中で基礎・基本をおさえ、「もっと知りたい、学びた

い」という主体的に学習する力がついてきていると考えられます。

「家で自分で計画を立てて勉強していますか」という質問で、「している・どちらかといえばしている」と

答えた子どもの割合は、中学校では引き続き、全国と比べて高い傾向にあります。主体的に学習する力が積

み重なり、深い学びに繋がっていくことが期待されます。

24.7 

23.9 

36.1 

32.4 

42.8 

44.1 

42.6 

43.9 

22.1 

23.5 

14.8 

17.3 
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H30全国

中
学

校

生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない

中
学
校
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地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を持つ児童生徒の割合は、小中学校とも６割を超えており、

特に中学校では全国を上回っています。一方、地域の行事に参加している肯定的な回答の割合は、中学校は

全国より高い傾向を示していますが、小学校は全国と比べて低い傾向にあります。また、地域や社会をよく

するために何をすべきか考えることがある児童生徒の割合は、小中学校ともに全国を上回っているとともに、

テレビやインターネットを活用してニュースを見ている児童生徒の割合は、平成２８年度以降８割を超え続

けるなど、社会への関心の高さがわかります。今後、自分の住む地域は自分たちで創るという気持ちを育む

ために、地域の行事への参加を促す等、継続的な取組を進めていきます。

地域や社会との関わり

学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）

３０分以上読書をしている割合は、小中学校とも

増加傾向にあります。市内の全学校図書館には司

書が常駐し、図書館への関心を高め、本に親しむ

習慣をつけるための取組を行ってきました。「箕

面・世界子どもの本アカデミー賞」や「箕面手づ

くり紙芝居コンクール」等も活用し、これからも

じっくり本に向かう子どもの育成に努めます。

読書週間について
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読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

2時間以上 1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 10分以上30分より少ない

10分より少ない 全くしない

小
学
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中
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「将来の夢や目標を持っている」については、

全国とほぼ同じ肯定率です。「人の役に立つ人間に

なりたい」「自分にはよいところがある」と思う児

童生徒の割合は、小中学校共に年々高まっていま

す。これは、自分を価値ある存在として自分自身

を大切に思う気持ちを育む取組が、徐々に成果と

して表れていると考えます。今後も失敗を恐れず

目標に向かってチャレンジしたり、目標を達成す

ることで自信をつけさせたり、結果につながらな

くても達成するために努力した過程を認めたりす

ることを大切にしていきます。

授業にて、公式やきまりを習うとき、その根拠を理

解するようにしているという質問で「当てはまる・ど

ちらかといえば当てはまる」と答えた割合が、小中学

校とも全国より高く、特に中学校では年々高まってい

ます。一方、「ノートに書く」という質問で、「当ては

まる」の割合が下がってきています。自分の考えを言

葉や文字で表すことで、より理解が深まるとともに、

学んだことを実際の生活の中で活用できる機会が増

えていきます。

＜算数・数学＞

自分自身について
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「観察や実験を行うことは好きだ」、「自分の予想

をもとに観察や実験の計画を立てていますか」、

「観察や実験の結果からどのようなことが分かっ

たのか考えているか」、という質問に対して、「当

てはまる・どちらかといえば当てはまる」と答え

た児童生徒の割合は増えています。子どもたちが

理科の授業に主体的に取り組み、課題解決能力を

高めている結果です。今後も、生活に身近な題材

を取り扱いながら興味・関心を高めるとともに、

自ら学び、それを生かす児童生徒を育みます。

算数・数学、理科は大切だと思う、勉強は好きだ

という割合は、全国と比べてやや低い傾向です。し

かし、学習したことは、社会に出たときに役に立つ

と思うについては、小中学校の算数・数学、理科と

もほぼ全国より高い傾向にあります。

自分で考え、友だちと学び合い、内容を理解して

いくことで、学習の大切さを実感していきます。学

んだことが生活に役立つ経験を重ね、興味関心をも

って学習に取り組むことを大切にしていきます。

＜授業・学習への関心＞

＜理科＞
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 算数・数学、理科の勉強は大切だと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

算
数
　
　
数
学

小
　
理
科
　
中

29.7 

30.0 

50.3 

52.6 

26.7 

25.7 

33.5 

33.9 

29.7 

32.9 

30.4 

30.9 

27.7 

28.2 

26.4 

30.1 

24.1 

24.1 

14.1 

11.7 

24.5 

26.6 

23.9 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

箕面市

全　国

箕面市

全　国

箕面市

全　国

箕面市

全　国

(中
)理

科
(小

)理
科

(中
)数

学
(小

)算
数

 算数・数学、理科の勉強は好きですか
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 算数・数学、理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか
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「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」という質問項目で「当てはまる（そう思う）」と答えた割合は、

小中学校ともに過去３年間で一番高く、特に中学校では前年度を 10 ポイント以上上回るなど、児童生徒のいじめに対する

認識が高まっていることが読み取れます。これは、各学校が毅然として「いじめ」は許さないという姿勢を示し続けてきたこと

に加え、日々の教員の指導や集団づくり、道徳の授業や学校行事、児童生徒が主体となって実施してきた児童会・生徒会

でのいじめ予防運動などの日々の取組が、「いじめはいけないこと」という認識として児童生徒の間に浸透し、こうした成果

につながったと考えています。

「いじめを許さない」と児童生徒が考える背景には、上記のような取組に加え、児童生徒の自己肯定感・自己有用感の高

まりが挙げられます。「先生は、あなたのよいところを認めてくれますか」という質問項目でも、「当てはまる（そう思う）」と答え

た割合は小中学校ともに過去３年間で最も高い結果が出ています。自己肯定・有用感が高い児童生徒は、自分に自信を

持つことができ、自分を大切にできます。また、他者に対しても尊敬の念を抱き、思いやり、愛情を持って接することができ

ます。一つ一つのデータだけではわかりにくいことですが、これらはきちんと関連づけて結果が出ています。

さらに、自己肯定・有用感が高まり、自分を大切にしている児童生徒は学習面でも頑張れる傾向にあります。「家で学校

の授業の予習・復習をしていますか」という質問項目では、「している」と答えた児童生徒が、小学校では 6.9 ポイント、中学

校では 17.2 ポイントと昨年度を大幅に上回りました。また「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」や「家で、学校

の宿題をしていますか」という質問項目においても肯定的に答えた割合は、過去３年間で最も高い結果となりました。

箕面の児童生徒が、自分や友だちを大切にし、学習でも頑張り続けることができるよう、これからも学校や地域・社会が

一体となって支援を続けていきます。

調査全体のまとめ

Ç ボランティア活動の意義 È
「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」という設問に対し、「参加したことがある」

と答えた割合は、小学校では 31.7 ポイント（全国より-4.4 ポイント）、中学校では 44.4 ポイント（全国より

-7.4 ポイント）であり、小中学校共に全国より低い結果が出ました。

ボランティアとは何か？

辞書に「ボランティア」という言葉が初めて掲載されはじめた当時は、「奉仕活動」や「善行」といった、本

来の意味とは異なる言葉に訳されることが多かったようです。では、本来の意味とは何なのでしょうか？

「ボランティア（VOLUNTEER）」の語源はラテン語の「ｖｏlｏ」です。ここには、「自分から進んで○○する」と

いう意味があり、誰かにさせられるものではなく、個人の自由意志による自発的な行為、つまり「自発性」や

「主体性」に支えられて、社会問題や課題の解決に取り組む行為を指します。

実践することから

今年に入ってからも、「大阪府北部地震」や「平成 30 年 7 月豪雨」などで被害に遭われた人や町を、多くの

ボランティアの方々が支援してきました。「個々の意志」に基づいて展開するボランティア活動は、援助を必要

とする人にとっては欠かせない要素です。

こうした災害の際の活動に限らず、自分の身の回りの問題や気になることに対して、一人一人が自発的・主

体的に「自分から進んで○○する」という姿勢が重要です。こうした姿勢を持つことが、学ぶ意欲や思考力、

判断力などを総合的に高め、生きて働く学力を向上させることにもつながります。まずは、一歩、踏み出して

みてはどうでしょうか。
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※全国平均を基準にした偏差値

※数字および記号の表記（５０以上…白抜き ４８以上～５０未満…△ ４８未満…▲）

箕面市

【概要】

◆ 小学校では、５年生女子と６年生男子女子の「長座体前屈」で全国平均値を上回っています。

◆ 中学校では、１年生女子、２年生女子、３年生女子の「上体起こし」、１年生女子、３年生男子女子の

「５０ｍ走」で全国平均値を上回っています。

◆ 小・中学校とも、「反復横跳び」「ボール投げ」が全国平均値より大きく下回っています。また、小学校で

は「上体起こし」「２０ｍシャトルラン」、中学校では「握力」「立ち幅跳び」が課題となっています。
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各種目結果の学年別経年比較

1年（小 1）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度1年生男子

平成３０年度１年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度1年生女子

平成３０年度１年

１年生は、初めて体力運動能力調査に取り組みました。男子女子ともに、全３種目におい

て、全国平均値を下回っています。

また、男子女子「ボール投げ」、女子「５０ｍ走」については、全国平均値との差が大きく

課題であることがわかります。

その種目に慣れていない面があると思われますが、就学前から、幼稚園・保育所、家庭等

とも連携し体力を高める運動に取り組む必要があります。

全国

平均

全国

平均

実施していません

実施していません

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

2年（小 2）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度２年生男子

平成２９年度１年 平成３０年度２年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度２年生女子

平成２９年度１年 平成３０年度２年

実施していません

全国

平均

全国

平均

２年生男子女子ともに全３種目において、全国平均値を下回り、全種目での体力向上が今

後の課題です。

「ボール投げ」においては、男子女子ともに昨年度を下回っていますが、男子女子とも、

「５０ｍ走」「立ち幅跳び」は、全国平均値に近づいています。

実施していません

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

3年（小 3）

どの種目においても、男子女子ともに全国平均値を下回っており、依然として課題が継続

しています。

しかし、「立ち幅跳び」においては、男子女子ともに全国平均値に近づきました。女子「５

０ｍ走」においても、昨年度の結果を上回りました。

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度３年生男子

平成２８年度１年 平成２９年度２年 平成３０年度３年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度３年生女子

平成２８年度１年 平成２９年度２年 平成３０年度３年

全国

平均

実施していません

全国

平均

実施していません

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

各種目結果の学年別経年比較

4年（小 4）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度４年生男子

平成２７年度１年 平成２８年度２年 平成２９年度３年 平成３０年度４年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度４年生女子

平成２７年度１年 平成２８年度２年 平成２９年度３年 平成３０年度４年

5年（小 5）

実施していません

実施していません

全国

平均

全国

平均

４年生では、男子が、「５０ｍ走」において全国平均値を上回りました。

しかし、男子女子とも「立ち幅跳び」は、全国平均値を下回り、３年生の時の結果と比較

しても下回っています。男子女子ともに「ボール投げ」においては、全国平均値を大きく下

回っています。

※「反復横跳び」「２０ｍシャトルラン」は、４年生から実施する種目です。

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

5年（小 5）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度５年生男子 平成２６年度１年 平成２７年度２年

平成２８年度３年 平成２９年度４年

平成３０年度５年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度５年生女子 平成２６年度１年 平成２７年度２年

平成２８年度３年 平成２９年度４年

平成３０年度５年

初めて実施した「長座体前屈」では女子で全国平均値を上回りましたが、「上体起こし」で

は、全国平均値と大きな差が見られました。

昨年度から実施の「反復横跳び」では、男子女子ともやや結果が伸びていますが、全国平

均値との差はまだ開いています。

「ボール投げ」は、全国平均値と５年間あまり縮まっていないので、依然として課題が継

続しています。

※「握力」「上体起こし」「長座体前屈」は５年生から実施する種目です。

全国

平均

全国

平均

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

6年（小 6）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度６年生男子 平成２６年度２年 平成２７年度３年

平成２８年度４年 平成２９年度５年

平成３０年度６年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度６年生女子 平成２６年度２年 平成２７年度３年

平成２８年度４年 平成２９年度５年

平成３０年度６年

全国

平均

全国

平均

男子女子とも「長座体前屈」は、全国平均値を上回りました。男子女子とも「上体起こし」

「反復横跳び」の結果が良くなっています。女子においては、「反復横跳び」において、全国

平均値まであと少しです。しかし、男子女子とも、「長座体前屈」以外の７種目において全国

平均値を下回っています。

特に、男子女子とも「ボール投げ」においては、全国平均値と大きな開きがあり、大きな課

題です。

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

7年（中 1）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度７年生（中１）男子 平成２６年度３年 平成２７年度４年

平成２８年度５年 平成２９年度６年

平成３０年度７年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度７年生（中１）女子 平成２６年度３年 平成２７年度４年

平成２８年度５年 平成２９年度６年

平成３０年度７年

女子の「上体起こし」「５０ｍ走」は、全国平均値を上回りました。

中学生になり、男子の「上体起こし」「反復横跳び」と女子の「反復横跳び」「２０ｍシャ

トルラン」では結果に伸びが見られますが、その他の種目においては、６年生のときの結果

と比較すると、下回っている種目が多く見られます。

特に、「ボール投げ」は、男子女子ともに依然全国平均値との差が見られ課題といえます。

また、男子女子とも「長座体前屈」「立ち幅跳び」など低下傾向な種目もあります。

全国

平均

全国

平均

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

8年（中 2）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度８年生（中２）男子 平成２６年度４年 平成２７年度５年

平成２８年度６年 平成２９年度７年

平成３０年度８年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度８年生（中２）女子 平成２６年度４年 平成２７年度５年

平成２８年度６年 平成２９年度７年

平成３０年度８年

女子の「上体起こし」は、全国平均値を上回りました。女子は、「反復横跳び」「２０ｍシ

ャトルラン」「５０ｍ走」の結果に伸びが見られます。

しかし、男子は７年生のときの結果と比較すると、「長座体前屈」「５０ｍ走」以外の種目

の結果が下回っているので、依然として課題がみられます。

全国

平均

全国

平均

偏差値

偏差値
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各種目結果の学年別経年比較

9年（中 3）

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度９年生（中３）男子 平成２６年度５年 平成２７年度６年

平成２８年度７年 平成２９年度８年

平成３０年度９年

40

42

44

46

48

50

52

54

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

平成３０年度９年生（中３）女子 平成２６年度５年 平成２７年度６年

平成２８年度７年 平成２９年度８年

平成３０年度９年

男子女子の「５０ｍ走」、女子の「上体起こし」で、全国平均値を上回りましたが、男子女

子とも他の種目においては、全国平均値を下回りました。

昨年度と比較すると、男子は３種目で、女子は２種目で結果に伸びが見られました。しか

し、男子女子とも７年生、８年生の時に課題であった「握力」「ボール投げ」は依然として全

国平均値とは大きな差が見られました。

全国

平均

全国

平均

偏差値

偏差値
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平成３０年度 運動習慣等調査の結果から

28%

10%

22%

8%

20%

7%

16%

12%

13%

12%

10%

12%

18%

10%

37%

33%

29%

30%

22%

27%

19%

17%

21%

20%

18%

18%

24%

24%

27%

43%

30%

46%

28%

43%

25%

31%

26%

29%

27%

27%

27%

36%

8%

9%

19%

12%

30%

18%

40%

36%

40%

35%

45%

34%

30%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国１年

箕面市１年

全国２年

箕面市２年

全国３年

箕面市３年

全国４年

箕面市４年

全国５年

箕面市５年

全国６年

箕面市６年

全国全体

箕面市全体

小学校男子　運動やスポーツをするときは１日どのくらいの時間しますか
①30分より少ない ②30分以上1時間より少ない ③1時間以上2時間より少ない ④2時間以上 無回答

小学生では、箕面市全体で「１日に運動やスポーツをする時間が３０分より少ない」子ども

の割合は全国より少なく、特に１～３年生の低学年で低い割合となっています。６年生の男子

は全国の６年生と比較して割合が高いものの、昨年度の割合より減少し、改善が見られます。

また、「１時間以上運動やスポーツをする時間がある」子どもの割合は、男子の１～４年生、

女子の全学年では全国と比べて多くなっており、日頃から始業前や休み時間や放課後に体を動

かし、運動やスポーツに親しんでいることがわかります。しかし、高学年になるにつれ、運動

やスポーツに親しむ時間が減少していく傾向があり、５・６年生男子では、全国に比べ低くな

っています。
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39%

17%

33%

14%

33%

15%

27%

18%

22%

17%

25%

16%

30%

16%

35%

37%

33%

35%

28%

33%

28%

26%

26%

24%

29%

25%

30%

30%

21%

36%

25%

38%

22%

38%

25%

34%

27%

33%

24%

33%

24%

35%

5%

3%

9%

7%

16%

8%

20%

19%

25%

22%

22%

20%

16%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国１年

箕面市１年

全国２年

箕面市２年

全国３年

箕面市３年

全国４年

箕面市４年

全国５年

箕面市５年

全国６年

箕面市６年

全国全体

箕面市全体

小学校女子　運動やスポーツをするときは１日どのくらいの時間しますか
①30分より少ない ②30分以上1時間より少ない ③1時間以上2時間より少ない ④2時間以上 無回答



平成２９年度 運動習慣等調査と体力合計点との関係

6%

9%

5%

10%

8%

13%

6%

11%

6%

9%

4%

7%

8%

6%

6%

7%

21%

29%

22%

37%

24%

41%

22%

36%

67%

41%

68%

35%

60%

30%

65%

36%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国１年

箕面市１年

全国２年

箕面市２年

全国３年

箕面市３年

全国全体

箕面市全体

中学校男子　１日の運動・スポーツの実施時間(授業を除く)

①30分未満 ②30分以上1時間未満 ③1時間以上2時間未満 ④2時間以上 無回答

19%

21%

25%

22%

26%

25%

23%

23%

11%

11%

8%

9%

10%

11%

10%

10%

21%

34%

20%

38%

21%

38%

21%

37%

49%

27%

47%

27%

43%

19%

46%

25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国１年

箕面市１年

全国２年

箕面市２年

全国３年

箕面市３年

全国全体

箕面市全体

中学校女子　１日の運動・スポーツの実施時間(授業を除く)

①30分未満 ②30分以上1時間未満 ③1時間以上2時間未満 ④2時間以上 無回答

中学男子では、１日に運動やスポーツをする時間が「３０分未満」の子どもたちの割合が、

昨年度に比べて減り、少しずつ運動に親しむ時間が増えてきています。しかし、「２時間以上

運動やスポーツをする」子どもたちの割合でも、全国を大きく下回っています。

中学女子でも同様に、１日に運動やスポーツをする時間が「３０分未満」の子どもたちの割

合に改善傾向は見られますが、「２時間以上運動やスポーツをする」子どもたちの割合では、

全国を大きく下回っています。

中学生全体として、運動やスポーツを実施する時間が、全国に比べて少ない傾向にあります。
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平成３０年度箕面市体力・運動能力、運動習慣等調査まとめ

今年度の「体力・運動能力、運動習慣等調査」において、全国平均との比較では、箕面市の小中

学生の体力は、各学年で依然として下回っている種目がほとんどです。しかし、学年や男女別によっ

ては、徐々に伸びている種目も見られます。また、「運動習慣や健康意識についての調査」から、以

下のこともわかりました。

・小学生は「1 日の運動時間が 1時間以上」が４年生までは全国と比較しても多い！

しかし、５年生から中学生にかけて「1日の運動時間」が、全国に比べて少ない！

・「運動やスポーツは大切」という意識をもっている小中学生は、体力合計点が高い！

･「体育の授業で運動のコツやポイントをつかむことができる」小中学生は体力合計点

が高い！

学校では主体的に運動できる取組を実施！
各学校では、体力調査の結果から見える課題をふまえ、体育科の授業改善を進め、体力向上に

取り組んでいます。各学年の経年比較からもその結果が表れている種目もあります。今後も今回の

体力調査の結果を受けて、いろいろな運動体験や機会も増やしつつ、さらに一人ひとりの子どもたち

の体力向上をめざしていきます。また、運動習慣等調査と体力合計点の関係で、運動のコツやポイ

ントをつかむことができる子どもたちは体力合計点が高いことから、子どもたち自身が主体的に学ぶ

姿勢を大切に、自分自身で考え、いろいろ試しながら「わかった！」「できた！」「たのしい！」と感

じられる体育の授業を実施していきます。ただし、学校で運動やスポーツに取り組める時間には

限りがありますので、帰宅後や休みの日などに、家庭や地域の中でも運動する機会の確保が

大切となってきます。

子どもといっしょに！ 大人もすすんで
運動やスポーツを楽しみましょう！

運動やスポーツに興味関心があり、「好き！楽しい！」と思える児童生徒は、

意欲的に取り組めています。２０２０年東京オリンピック・パラリンピック関連の話題が増えてきました。

運動やスポーツに意欲を持たせるには、ご家族で一緒に運動したり、スポーツを観戦したりすること

により、子どもの興味・関心が高まり、積極的に運動・スポーツに取り組む姿勢が生まれます。また、

各地域でおこなわれている運動・スポーツの行事に積極的に参加していただき、子どもたちと一緒に

ぜひ参加しましょう！

さらに、就学前からさまざまな「運動遊び」に親しませることが、それ以降の体力向上につながる

ことがわかっています。各中学校区内では、幼稚園や保育所とも連携をおこない、体力向上の取組

を進めていきます。
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